
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

子どもの様子や実態 

 

〇やることが明確だと一生懸命取り組む。 
〇自由に発言できる雰囲気がある。 
〇与えられた仕事を確実に行う。 
〇クロムブックを活用できるようになった。 
〇落ち着いて集団行動をすることができる。 

語彙力の向上 

①学習用語を使う授業 
 ・学習コーナーの設置 

②辞書を使う習慣づくり 
 ・マイ辞書を手元に 
③読書量を増やす取り組み 

・行きたくなる学校図書館 
・学校司書の連携 

④新聞の活用 

 ・社会に関心をもち適切に読む 

 

生活部 学習部 特別活動部 

長田西中グループの目指す子どもの姿（学校教育目標） 

 

○あいさつの日常化 

 ①めざす姿「自分から」のあいさつの

実践化 

②小小、小中での間接交流の試み 

  ③あいさつ活動の日の継続 

④学校・地域・PTAの３者交流会

の年２回の開催 

長田西中（重点目標） 

長田西小（重点目標） 長田北小（重点目標） 

 長田西中グループ 令和 5 年度小中一貫教育構想 

 
〇友達を呼び捨てにせず「～さん」づけで呼び合うなど互いの人権を尊重した教育を推進する。 
〇いじめ撲滅 
〇特別支援教育の充実 
〇長田北小に教育相談員が先行配置 

視点１ 
目標の共有 

 

 

○コミュニケーション能力の向上  
①ソーシャルスキルトレーニング 
の実践 

②  
→ネットコミュニケーション
スキルの育成

③家庭と連携したメディアコン
トロール能力の育成 
 

 視点２ 
系統性 

 

視点４ 
地域連携 

 

○  
 ①子どもの学びを支える板書 
  （問いは白枠・赤枠で囲む） 
 ②子どもの学びを支える ICT 
 （ ） 
 ③子どもの学びを支えるために 
  学習用語、既習事項を生かす 

 

視点３ 
協働・交流 

●自分で考え 判断できる主体性と自己調整力を育んでいきたい。 
●「なぜ、どうして、どうすれば」と課題意識をもてるようにさせたい。 
●他と協働しながら課題を解決していける力を高めていきたい。 
●ルールやマナーを守ると共に、多様性を認め、人間関係を円滑にする 
スキルを身に付けさせたい。 

●地域の発展に貢献していける社会参画意識を高めていきたい。 

視点２ 
系統性 

 

軸1 軸1 

 
 ○おさだ地区を素材とした探究活動を推進し、地域を知り、地域を愛し、地域に貢献できる 

ような児童生徒の育成 

 

視点４ 
地域連携 


